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通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある児童が
過ごしやすい学級雰囲気の検討

○岡部帆南（筑波大学大学院） 柘植雅義（筑波大学）
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問題と目的

わが国では共生社会の実現を目指し，幼少期か

ら障害のある者とない者が共に学ぶインクルーシ

ブ教育システムの構築を目指している（文部科学

省，2012a）。また，通常の学級には，6.5％の割合

で発達障害の可能性のある児童生徒が在籍してい

る（文部科学省，2012b）。特に，日本の学校は，

1 年間固定されたメンバーで学校行事をはじめと

する様々な活動を行うことから（河村，2010），「学

級」での過ごしやすさは学校生活を送る上で重要

なポイントである。共生社会の実現には，発達障

害の可能性のある児童生徒に対する担任教師によ

る指導・支援の工夫や配慮はもちろんのこと，当

該児童生徒と共に学ぶクラスメイトの理解や支え

が重要となる。したがって，通常の学級における

特別支援教育の充実は喫緊の課題である。 
そこで本研究は，学級に醸成する“雰囲気”が、

発達障害の可能性のあるクラスメイトに対する認

知や働きかけに及ぼす影響を明らかにすることを

通して，通常の学級に在籍する発達障害の可能性

のある児童が過ごしやすいとされる学級の状態を

検討することを目的とした。

方 法

調査対象者 公立小学校に在籍する高学年の児

童 239 名（4 年生 82 名，5 年生 81 名，6 年生 76
名の 9 学級）を対象に質問紙調査を実施し，233
名の回答を分析対象とした（有効回答率 97.4％）。

20XX 年 5 月に，授業時間などを用いて各教室

において集団で実施し，その場で回収を行った。 
調査項目 （1）学級雰囲気に関する項目：「学級

雰囲気因子分析結果（三島・宇野，2004）」，「学級

雰囲気認知尺度（濵上・米澤，2009）」を参考に，

通常の学級に在籍する発達障害の特性を示すクラ

スメイトとの関係性について問う項目を追加し，

独自に作成した 24 項目を用いた。（2）発達障害

の可能性あるクラスメイトに対する認知と働きか

けに関する項目：発達障害の可能性のあるクラス

メイトを設定するにあたり，発達障害の文言は使

用せず，どの児童が回答しても同じ発達障害の特

性を示すクラスメイトを想定できるよう，内山

（2006）を参考にしたイラストを用いた独自のエ

ピソードを作成した。それらを読んだ後に回答す

る質問項目は，「問題性評価尺度（竹村，2008）」，
「気になる児童の問題行動に関する教師の認知の

因子分析結果（児玉・山下，2013）」，「対処行動評

価尺度（竹村，2008）」を参考にしながら，平易な

文を用いて作成した 15 項目を用いた。 
結果と考察

各質問項目について因子分析（主因子法・

Promax 回転）を行った結果，（1）学級雰囲気に

関する項目は 3 因子 19 項目を採用し，第 1 因子

を「規律・ルール」，第 2 因子を「居心地・仲間意

識」，第 3 因子を「認め合い」と命名した。（2）発

達障害の可能性のあるクラスメイトに対する認知

と働きかけに関する項目は 3 因子 13 項目を採用

し，第 1 因子を「原因究明・問題解決的行動」，第

2 因子を「対処可能性評価」，第 3 因子を「影響性

評価・情動軽減的行動」と命名した。Cronbach’s
の α係数は.70～.86 であり，信頼性が確認された。 

次に，学級雰囲気が発達障害の可能性のあるク

ラスメイトに対する認知と働きかけに及ぼす影響

について，Pearson の積率相関係数を求めた結果，

「規律・ルール」と「居心地・仲間意識」との間

（r=.673，p<.001）に最も強い正の相関が示され

た。また，「居心地・仲間意識」は「原因究明・問

題解決的行動」との間（r=.475，p<.001）および，

「対処可能性評価」との間（r=.488，p<.001）に

も強い相関を示すことが確認された。 
したがって，学級の規律やルールが整った秩序

が保たれた学級は，居心地が良く仲間意識が高い

ことが示された。さらに，学級の「居心地・仲間

意識」と発達障害の可能性のあるクラスメイトに

対する認知を示す「対処可能性評価」およびポジ

ティブな働きかけを示す「原因究明・問題解決的

行動」にも相関がみられた。これらは，学級の居

心地の良さは，発達障害の可能性のあるクラスメ

イトに対するポジティブな評価に繋がり，さらに，

ポジティブな評価はポジティブな関わり（援助）

を促進する可能性を示唆している。 
以上から，通常の学級における特別支援教育の

充実には，まずは学校・学級の規律やルール（ス

タンダード）を整えることが重要であり，そして，

学級経営の基盤づくりが発達障害の可能性のある

児童が過ごしやすい学級づくりに繋がることが示

唆された。これらの結果は，「周りの児童への障害

理解を促すためには，学級経営の良好さが重要で

ある」という川合・深山（2012）や曽山・堅田（2012）
の報告と類似するものであった。
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発達に課題のある子どものスポーツ活動への参加について
―母親へのインタビューを通して―

○井梅由美子（東京未来大学） 藤後悦子（東京未来大学）
大橋 恵（東京未来大学）
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目 的

サッカーや野球，スイミング，ダンス等スポーツの

習い事は昨今大変盛んである。ボール遊びや鬼ごっこ

等自由に体を使った遊びが出来る場が減少しているな

かで，スポーツの習い事は子どもたちが運動する機会

として重要である。ところで，学校等公的な場では発

達障害等の困難を持つ児童への対応の必要性が認識さ

れるようになってきた。しかしスポーツの現場では，

発達障害への理解や対応に温度差がある。特に地域ス

ポーツでは，指導者はボランティアであることが多く，

子どもの発達的視点や教育的視点を学ぶ機会が整って

いるとは言い難い。そのため，発達に課題のある子が

いた場合その対応が難しく，スポーツ・ハラスメント

等不適切な指導につながる恐れもある。また，指導者

側もどのように指導をしたら良いか困り感を抱えてい

ることも多い（川田他 ）。そこで本研究では，発

達に課題のある子どものスポーツ活動への参加につい

て，保護者が実際にどのように考え，また体験してい

るかについて検討することとした。

方 法

回答者 発達障害の診断を受けた子ども，又は診断は

受けていないが発達に課題がある子どもを持つ母親

名（ ）。

手続き 年 ～ 月に半構造化面接を行った。

質問内容 ①回答者の属性（性別，年齢，子どもの特

性等），②習い事の有無，種類（スポーツ それ以外），

③コーチやチームメイトとの間で大変だったこと，困

っていること 他

倫理的配慮 本研究は東京未来大学の倫理委員会の承

認を得て実施された。また，インタビュー実施にあた

り，調査の趣旨，録音許可，データの取り扱い，およ

び回答拒否の保証について等，事前に口頭および文面

で説明し，了解を得た。

結果と考察

回答者の属性は の通りである。習っている

スポーツの種類は個人種目であるスイミングが多い。

名のインタビューを通して多くの方の語りに見られた

スポーツの習い事に関する困難について，以下の つ

の観点から考察する。

習い事を始めるにあたっての困難

：「ダンスやりたい，踊りやりたい」って本人が……

で，ダンススクールもお試しとかも行ったんですけど，

お試しの結果「無理です」って。 人でどっか行っち

ゃうから。「指導が理解できないなら教えようがありま

せん」って。

回答者の属性

：（スイミングスクール探す時）ほとんど難しい……。

もうダメかと思ってた時療育施設で知り合った人に

「あそこ体験いったんだけど良かったよ」と。（そこは）

この時間なら人の余裕あるので……と前向きに受け入

れてくれた。

多くの母親が受け入れてくれる習い事を探すこと

に苦労をしていた。事前に関係がある場所で受け入れ

てもらえた，という意見も多かった。

子どもの特性による他児とのトラブル

：見てて「危ないな」と。自分の子よりも他の子に何

かしちゃうと困るので，級もちょうど伸びてなかった

ので「今はいいかな」って感じで辞めた。

：（ロッカールームで）他児とトラブル。「ワーッ」と

暴れちゃって……。怪我させてしまった。先方に「何

でお母さんは付いていなかったの？」と。

スイミングも集団での指導のため，先生の理解は得

られても，周囲の子とのトラブルに苦労している様子

であった。

上達しないことによるジレンマ

： 年以上続けて，だけどまだクロール くらい。

こんなに大きいのに泳げなくて「どうかな」とも思う

んだけど，本人楽しそうなので。

：積み重ねが感じられない……親としてもしんどいの

は成長が見られないところなんですよね。見れないと

いうか見えにくい。

子どもの上達が感じられないとき（特に周囲と比べ

て），傷つきを覚えたり続けることに迷いを感じる母親

も多いことが語りから見られた。
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性別 年齢 スポーツ種類

男児 8歳 空手

男児 10歳 スイミング、他

男児 10歳 スイミング

女児、男児 10歳、8歳 スイミング、体操教室

男児 8歳 スイミング

男児 12歳 なし

女児 12歳 スイミング

男児 9歳 なし
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